
 ＰＢＣの活動の強化
 平和構築のあり方に関する戦略・政策的議論の実施
 潘基文事務総長・安保理常任理事国大使も交えたハイレベル・リトリートの開催
 安保理との関係強化

 安保理議長・ＰＢＣ議長間の月例協議を定例化
 ＰＢＣが扱う対象国への取組についての安保理へのブリーフィングを慣例化

 主要関連機関との関係強化
 世銀、ＩＭＦ、欧州委員会の本部を高須議長が往訪し意見交換
 アフリカ連合の高官をＰＢＣ会合に招き意見交換

 新規検討対象国の追加
 ギニアビサウ及び中央アフリカ共和国を新たな対象国として追加
→当初のブルンジ及びシエラレオネに加え、計４か国が現在の対象国

 東京における閣僚級シンポジウムの開催
 高村外務大臣の平和構築政策演説「平和の創り手「日本」」
 シエラレオネ、ブルンジから閣僚パネリスト（それぞれ外相、内相）が参加

国連平和構築委員会（ＰＢＣ）議長としての我が国の取組国連平和構築委員会（ＰＢＣ）議長としての我が国の取組
（２００７年６月～現在）
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